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７月豪雨の 災害復旧を急ぐ！
　

今
回
の
１２
月
定
例
会
初
日
に
は
、
９
月
定
例
会
で
提
出
さ
れ
て
い
た
平
成
２９

年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
な
ど
の
決
算
議
案
１９
件
に
つ
い
て
採
決
を
行
い
、

全
て
の
決
算
議
案
を
認
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
決
算
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
「
広
報
津
山
１
月
号
」
に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

算
議

決
審 市のお金は適正・ 効果的に使われたか？

平成２９年度の決算内容をチェック！

平
成
２９
年
度
は
こ
ん
な
事
業
が
あ
り
ま
し
た

１０万都市“津山”にふさわしい玄関口
を目指し「津山駅北口広場」を供用開始

子ども医療費の自己負担分を
中学校卒業まで完全無料化
（平成２９年７月から実施）

市役所庁舎の耐震化・
長寿命化工事を実施

アルネ津山に人材育成セミナーなどを開催
する「津山まちなかカレッジ」がオープン

小・中学校の授業にタブレット、デジ
タル教科書などのＩＣＴ機器を導入
（平成２９年度はモデル校５校が対象）

美見みち子議員　　　　　　　　　引き上げに反対していた消
費税の増税分が含まれている歳入の地方消費税
交付金、個人情報漏

ろうえい

洩の不安があるマイナン
バー制度事業、水が余る状態となっている苫田
ダム関連費用などを含む一般会計決算には反対
する。（その他４決算議案に反対）

市内山下に中心市街地の駐車需要に対応
した「津山市城南駐車場」を整備

私はこう考える！
反対討論

安東伸昭議員

なぜ？
どうして？
徹底審議

子ども医療費の無料化

答　子ども医療費の中学校卒業
までの完全無料化は、平成２９
年７月から実施している。制度
拡充により、子育ての経済的負
担感の軽減はもとより、子ども
の貧困対策の一助となるもので
あり、子育て環境の充実につな
がっていると考えている。

債権管理の現状は？

問　債権管理条例の制定や債権管
理室の設置を行ったが、現状は？

答　債権管理条例の制定に伴い、
共通マニュアルなどを作成し、条
例の基準に基づいた債権管理を
進めている。また、弁護士と連
携した未収金回収の訴訟なども
行っている。平成２９年度は約
１億５,０００万円の収入未済金
を削減できた。

秋久憲司議員 美見みち子議員 

鉄道施設関連事業の効果

問　津山まなびの鉄道館運営補助
金等、鉄道施設関連予算の事業効
果は？

答　津山まなびの鉄道館は、平成
２８年のリニューアル以降、平成
３０年４月で入館者１５万人を達
成している。また、津山駅北口
広場へ移設されたＳＬ「Ｃ１１-
８０号」も、まちのにぎわい創出
につながることが期待される。

中島完一議員

決算の総括について

問　平成２９年度決算をどのよう
に総括するのか？

答　小中学校の改修、市庁舎耐震
化などの大型事業に集中的に取り
組んでいることから、大規模な決
算となった。また、つやま産業支
援センター事業などの地方創生施
策にも積極的に取り組んでおり、
津山市の発展に資する事業が実施
できていると考えている。

こけないからだ講座

田口浩二議員

問　子ども医療費の無料化に
よる効果は？

問　「めざせ元気!!こけないから
だ講座」の費用と効果は？

答　一般介護予防事業費として、
約８９１万円を支出しており、運動
に使う器具の貸し出し、介護イン
ストラクターの派遣等を行ってい
る。本事業が多くの参加者により
継続されていることは、この取り
組みを通じて健康づくりの意識が
根づいてきたものと認識している。
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議員の
判断は? 議案等への賛否状況一覧

※ ○：賛成　×：反対　欠：欠席
※ 賛否状況は議員の申告等に基づいて作成しております。
※ 河本英敏議員は議長のため、採決には加わりません。
※ その他の議案は原案認定、原案可決、原案同意となりました。

工事前の旧苅田家付属町家群（平成３０年１２月撮影）

　

今
回
の
１２
月
定
例
会
で
は
、
城
東
地
区
の
旧
苅
田
家
付
属
町
家
群
の

町
家
４
棟
と
多
目
的
広
場
を
地
域
活
性
化
や
宿
泊
を
目
的
と
し
た
施
設

と
し
て
整
備
す
る
工
事
請
負
契
約
及
び
、
施
設
の
民
間
事
業
者
へ
の
運

営
権
の
設
定
に
関
す
る
条
例
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
も
含
め
、
民
間
事

業
者
か
ら
の
提
案
を
募
集
し
、
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
の
導
入
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

施
設
は
来
年
夏
頃
の
完
成
、
同
年
秋
頃
の
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

津
山
市
に
施
設
の
所
有
権
を
残
し

た
ま
ま
、
運
営
権
を
民
間
事
業
者
に

長
期
設
定
す
る
こ
と
。

　

民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か

し
た
運
営
が
可
能
と
な
る
ほ
か
、
運

営
権
対
価
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

る
。
民
間
事
業
者
に
と
っ
て
も
自
由

度
が
高
く
、
長
期
的
な
視
点
で
経
営

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

応
募
事
業
者
が
施
設
の
事
業
内
容
を
提
案
す
る
場
合
、
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
の
か
？

こ
の
施
設
は
宿
泊
を
基
本
と
す
る
が
、
飲
食
な
ど
の
付
加
内
容
を

自
由
に
提
案
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
計
画
内
容
を
見

た
上
で
、
審
査
委
員
会
で
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
。

工事費 １億９,３３７万円

城東地区に新たな
　　　　 観光宿泊施設

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式

建
設
水
道
委
員
会
で
の
質
問

問答

１２月定例
会

１２月定例
会

その他の補正予算 など
総社川崎線の橋梁上部工事

３億２,８３２万円

指定管理者の指定

被災農機具などの補助
２,１００万円

ふれあいサロン、黒木キャンプ場など、市内
１５施設の指定管理者を指定します。
※厚生委員会の審査では、ふれあいサロンの指定
　管理者議案が否決されました。

都市計画道路の総社川崎線・山北工区
で橋梁上部工事を行います。 平成３０年７月豪雨災害で被災した農

機具や格納庫などの再取得や修理のた
めの補助を行います。

私はこう考える !

賛成・反対討論

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
（
市
内
南
新
座
）
の
指

定
管
理
者
議
案
に
対
し
て
、
本
会
議
で
賛

成
・
反
対
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

反 

対

竹
内
靖
人 

議
員

　

幅
広
い
世
代
が
活
用
で
き
る
施
設
と
し

て
市
内
事
業
者
に
委
託
し
、運
営
し
て
も
ら
っ

た
ほ
う
が
よ
い
。ま
た
、単
な
る
経
費
削
減

が
目
的
と
な
っ
て
い
る
指
定
管
理
者
制
度

を
市
民
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
制
度
に
見
直

し
す
る
時
期
で
も
あ
り
、議
案
に
反
対
す
る
。

吉
田
耕
造 

議
員

賛 

成

　

指
定
管
理
者
制
度
の
運
用
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
見
直
し
や
、
今
後
の
「
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
」
の
あ
り
方
等
を
し
っ
か
り
検
討
し

て
も
ら
い
た
い
。
し
か
し
、
現
行
制
度
で

の
事
業
者
の
指
定
事
務
は
適
正
に
行
わ
れ

て
お
り
、
議
案
に
は
賛
成
す
る
。
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い
じ
め
の
な
い
社
会
の
実
現
を
！ 議員定数の見直しは？

民有地のがけ崩れの対応は？

　一般質問の記事は、決められた文字数の中で議員本人が要約し、掲載し
ています。詳細は次の方法によりご覧ください。
◆インターネット
　会議録はインターネットでもご覧いただけます。「津山市議会会議録」
で検索してください。12月議会の会議録は３月議会初日に公開予定です。
◆会議録（冊子）
　議会事務局、市立図書館（加茂・勝北・久米を含む）、県立図書館で
ご覧いただけます。12 月議会の会議録（冊子）は、３月に発行予定です。

政岡哲弘
未来

市長の施政方針

答答 す
る
施
策
決
定
に
際

し
て
、
議
会
へ
の
情

報
提
供
と
説
明
責
任

の
徹
底
が
必
要
で

は
。

園
の
造
成
工
事
に
関

す
る
課
題
の
検
証
と

今
後
の
社
会
資
本
整

備
に
活
か
す
方
策
は
。

公
共
施
設
に
関

つ
や
ま
西
幼
稚

政
策
課
題
の
解

既
存
調
査
資
料

決
に
向
け
、
議
会
と

当
局
が
情
報
を
共
有

し
、
議
論
を
尽
く
す

必
要
が
あ
る
。
今
後

も
説
明
責
任
を
果
た

し
て
い
き
た
い
。

を
活
用
し
た
多
角
的

問問

いじめ・不登校児童生徒数ゼロをめざそう

答答

答

と
学
校
支
援
地
域
本

部
事
業
の
状
況
は
。

の
状
況
と
赤
線
道

路
・
青
線
水
路（
※
２
）

の
調
査
状
況
は
。

い
じ
め
の
現
状

７
月
豪
雨
災
害

い
じ
め
の
認
知

11
月
末
時
点
で
、

作
陽
学
園
と
事

は
小
・
中
学
校
合
わ

せ
87
件
で
あ
る
。
不

登
校
は
、
小
学
校
で

21
名
、
中
学
校
で
78

名
と
な
っ
て
お
り
、

増
加
傾
向
に
あ
る
。

学
校
支
援
地
域
本
部

事
業
で
は
、
地
域
全

体
で
子
ど
も
の
成
長

を
支
え
る
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。

務
レ
ベ
ル
で
協
議
を

継
続
中
で
あ
る
。
ま

た
、
学
園
に
よ
る
検

討
内
容
は
、
高
大
連

携
に
向
け
た
理
事
長

の
考
え
方
や
協
議
の

経
過
か
ら
も
進
展
し

て
い
る
感
触
を
持
っ

て
い
る
。
あ
く
ま
で

も
学
園
の
判
断
で
あ

り
、
意
志
が
堅
い
と

感
じ
ら
れ
る
こ
と
か

ら
も
、
非
常
に
厳
し

い
局
面
に
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

問問

答

こ
の
事
業
が
採

択
に
な
れ
ば
、
民
有

地
の
が
け
崩
れ
対
応

が
可
能
に
な
る
。
事

業
制
度
の
可
能
性
に

つ
い
て
研
究
し
て
い

き
た
い
。

事
業
を
開
始
し
た
平

成
22
年
度
の
助
成
件

数
は
42
件
、
25
年
度

は
95
件
ま
で
伸
び
た

が
、
29
年
度
は
81
件

で
あ
っ
た
。
強
化
が

必
要
と
認
識
し
て
い

る
が
、
総
合
戦
略
計

画
終
了
後
の
実
施
は

検
討
が
必
要
と
な
る
。

32
年
度
以
降
の
検
証

を
指
示
し
、
事
業
内

容
強
化
に
力
点
を
お

い
た
検
討
、
事
務
改

善
と
し
た
。

い
て
は
、
岡
山
県
の

助
成
額
20
万
円
を
含

め
て
、
支
給
額
の
最

大
が
現
行
70
万
円
の

と
こ
ろ
を
１
０
０
万

円
に
な
る
よ
う
に
制

度
設
計
を
進
め
て
い

る
。

金田稔久

田口浩二

大規模民有地災害復旧の国の事業活用を

行
政
運
営

社
会
資
本
整
備
の
課
題

不
妊
治
療
支
援
事
業

災
害
復
旧

い
じ
め
問
題

災
害
復
旧

Ｂ
ｚ́
公
演
で
の
経

済
効
果

答

答

問

問

ー（
※
１
）で
不
妊
治

療
支
援
事
業
に
関
し
、

廃
止
を
含
め
て
抜
本

的
に
見
直
す
と
い
う

判
断
は
な
ぜ
か
。

に
お
け
る
民
地
の
災

害
復
旧
に
条
件
が
あ

る
が
、
災
害
関
連
地

域
防
災
が
け
崩
れ
対

策
事
業
を
活
用
し
た

復
旧
を
。

サ
マ
ー
レ
ビ
ュ

７
月
豪
雨
災
害

不
妊
治
療
支
援

新
築
住
宅
に
つ

小椋　多
未来

子どもたちと津山市の未来は？

教
育

地
域
産
材

議
員
定
数

学
校
施
設
移
転

答 調
査
に
お
け
る
目
標

数
値
の
設
定
は
。

し
た
新
築
住
宅
や
リ

フ
ォ
ー
ム
へ
の
助
成

制
度
の
拡
充
は
。

全
国
学
力
学
習

地
域
材
を
活
用

問
題
の
難
易
度

や
実
施
学
年
に
よ
っ

て
数
値
の
変
わ
ら
な

い
偏
差
値
に
着
目

し
、
過
去
の
調
査
結

果
を
踏
ま
え
、
偏
差

値
50
を
目
標
と
す

る
。
そ
し
て
、
小
・

中
学
校
と
も
に
３
年

後
に
偏
差
値
50
を
超

え
る
と
い
う
目
標
を

掲
げ
、
学
校
・
Ｐ
Ｔ

Ａ
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い

く
。

問

問

数
は
、
平
成
17
年
の

市
町
村
合
併
時
の
35

人
か
ら
平
成
21
年
度

ま
で
に
７
人
削
減
さ

れ
、
現
行
の
28
人
と

な
っ
て
い
る
。
見
直

し
は
平
成
30
年
３
月

の
議
会
活
性
化
調
査

特
別
委
員
会
の
中
間

報
告
に
も
あ
っ
た
よ

う
に
市
議
会
で
検
討

さ
れ
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。

岡田康弘
市政会

今こそ議員は自己改革をすべき時期では

答 問問 に
つ
い
て
、
市
長
の

見
解
は
。

転
に
向
け
た
動
き
に

つ
い
て
、
市
長
の
見

議
員
定
数
削
減

作
陽
高
校
の
移

本
市
の
議
員
定

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆◆

◆

建
設
行
政
に
つ
い

て議
案
第
75
号
か
ら

議
案
第
89
号
の
指

定
管
理
に
つ
い
て

将
来
の
津
山
へ
の

投
資

緑風会

清流の会

※１ サマーレビュー…次年度の予算要求前に事務事業の点検・見直しを行うこと。
※２ 赤線道路・青線水路…道路、河川などの公共物のうち、道路法、河川法などの管理に関する法律の適用を受けないもの。（里道・水路と呼ばれる。）

解
は
。

な
検
証
が
行
え

な
か
っ
た
こ
と

や
、
着
手
後
の
工

程
管
理
な
ど
に
反

省
す
べ
き
点
が
あ

る
。
今
後
に
お
い

て
は
、
関
係
部
署

の
連
携
を
強
化
し
、

施
工
の
各
段
階
に

合
わ
せ
た
点
検
・

確
認
に
努
め
た
い
。

職
員
の
情
報
共
有
、

資
質
向
上
の
た
め

の
研け
ん
さ
ん鑽
に
も
努
め

た
い
。

道
路
・
河
川
６
２
１

件
、
農
地
・
農
業
施

設
９
６
２
件
、
林
業

施
設
51
件
、
そ
の
他

54
件
と
な
っ
て
い
る
。

現
地
対
応
は
道
路
河

川
１
９
７
件
、
農
林

関
係
１
１
９
件
を
完

了
し
て
い
る
。
国
か

ら
譲
与
を
受
け
た
赤

線
道
路
・
青
線
水
路

は
、
約
７
万
７
，
０

０
０
カ
所
あ
り
、
被

災
は
24
件
あ
っ
た
。

順
次
復
旧
を
進
め
て

い
く
。
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8●政治家は、葬儀の花輪・供花は禁止されています。

空き店舗対策機構の会議の様子

津山日本語教室
（協働推進室のホームページより）

木質ボイラー用パウダー
（木材が形を変えたエネルギーに！）

黒見節子
市民と歩む会

ともに、安心して暮らせる津山に

「中心市街地活性化事業」の位置づけ

答答

答

答

化
へ
の
業
務
削
減

は
。

職
員
を
３
年
間
で
半

減
」
と
は
。

性
化
事
業
の
位
置
づ

け
と
今
後
の
展
開

は
。

中
心
市
街
地
活
性
化

施
策
は
。

働
い
て
い
る
人
た
ち

へ
の
支
援
は
。

教
職
員
の
多
忙

「
非
常
勤
嘱
託

中
心
市
街
地
活

31
年
度
以
降
の

外
国
か
ら
来
て

業
務
の
見
直
し

事
務
改
善
等
に

中
心
市
街
地
活

小
学
生
13
名
、

と
効
率
化
、
教
職
員

の
意
識
改
革
が
必
要

で
、
県
の
教
師
業
務

ア
シ
ス
タ
ン
ト
未
配

置
校
に
市
で
は
ア
シ

ス
ト
員
を
配
置
し
て

い
る
。

よ
る
事
業
の
縮
小
の

場
合
や
、
事
務
に

よ
っ
て
は
再
任
用
職

員
等
の
活
用
を
考
え

て
の
見
直
し
で
あ
る
。

性
化
基
本
計
画
を
策

定
し
、
平
成
25
年
３

月
に
国
の
認
定
を
受

け
、
取
り
組
ん
で
き

た
。
こ
の
計
画
は
、

街
な
か
の
賑
わ
い
創

出
、
歴
史
文
化
を
感

じ
、
人
が
暮
ら
し
や

す
い
街
を
目
標
と
し

た
事
業
で
あ
る
。
今

後
は
、
中
長
期
的
な

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
策

定
し
、
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
実
現
を
目
指

し
た
い
。
地
方
創
生

推
進
交
付
金
の
活
用

を
視
野
に
入
れ
進
め

中
学
生
３
名
の
子
ど

も
た
ち
を
受
け
入

れ
、
日
本
語
指
導
非

常
勤
講
師
を
２
名
配

置
し
て
い
る
。
日
本

語
教
室
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
師
20
名
、

週
１
回
、
４
カ
所
で

開
催
し
て
い
る
。
在

住
外
国
人
へ
の
支

援
、
相
談
は
、
協
働

推
進
室
で
「
津
山
市

国
際
交
流
サ
ポ
ー
ト

ネ
ッ
ト
（
５
分
野
、

96
人
登
録
）」
を
紹

介
し
て
い
る
。

問問

問

問

問

応
と
と
も
に
人
口
の

社
会
減
を
食
い
止
め

る
た
め
、子
育
て
支
援

を
は
じ
め
、
地
域
経

済
の
活
性
化
、
雇
用

の
創
出
、
都
市
機
能

の
整
備
な
ど
、
策
定

中
の
中
期
実
施
計
画

の
主
要
事
業
に
も
位

置
づ
け
て
い
き
た
い
。

ウ
ン
構
想
に
係
る
調

査
研
究
へ
の
人
的
投

資
や
新
た
な
展
開
、

専
門
職
の
採
用
や
配

置
な
ど
は
現
在
考
え

て
い
な
い
。こ
れ
か
ら

の
事
業
展
開
に
よ
っ

て
は
今
後
検
討
す
る

こ
と
も
考
え
て
い
る
。

竹内靖人
緑風会

人口減少の原因は何？みんなで考えてみよう

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆◆
サ
マ
ー
レ
ビ
ュ
ー

の
効
果
、
市
民
へ

の
影
響
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
の

状
況
と
情
報
発
信

に
つ
い
て

答

答

問問 無
駄
に
し
な
い
方
策

に
つ
い
て
、
論
議

し
、
戦
略
に
す
べ
き

で
は
。

ウ
ン
構
想
の
調
査
研

究
は
、
木
質
パ
ウ
ダ

ー
ボ
イ
ラ
ー
の
導
入

子
育
て
支
援
を

バ
イ
オ
マ
ス
タ

少
子
化
へ
の
対

バ
イ
オ
マ
ス
タ

●政治家は、落成式・開店祝等の花輪は禁止されています。

教育委員会のいじめ防止対策は？

今後の城東地区のあり方は？

広谷桂子
公明党津山市議団

サマーレビューにおける子育て支援は

答

答

対
策
事
業
は
。
児
童

ク
ラ
ブ
の
職
員
配
置

を
１
カ
所
に
つ
き
２

名
の
基
準
の
緩
和

は
。
不
妊
治
療
支
援

事
業
の
現
状
は
。
少

子
化
対
策
と
し
て
積

極
的
に
取
り
組
む
べ

き
で
は
。

の
跡
地
の
活
用
は
。

子
ど
も
の
貧
困

幼
稚
園
廃
園
後

貧
困
対
策
は
多

廃
園
後
は
行
政

く
の
方
が
対
象
と
な

る
事
業
が
あ
る
一
方

で
、
利
用
実
績
の
な

い
事
業
も
あ
る
。
抜

本
的
な
見
直
し
が
必

要
。
児
童
ク
ラ
ブ
は

国
の
動
向
を
注
視
し
、

保
育
環
境
の
安
全
と

質
の
確
保
、
ま
た
安

定
的
な
運
営
が
図
ら

れ
る
よ
う
対
応
す
る
。

目
的
で
使
わ
な
い
場

合
は
売
却
す
る
。
売

却
先
が
な
い
場
合

は
、
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン

グ
型
市
場
調
査
を
実

施
し
、
民
間
か
ら
活

用
策
を
求
め
る
。
有

効
な
提
案
が
あ
っ
た

場
合
は
、
譲
渡
ま
た

は
貸
し
付
け
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
る
。

問

問

原　行則
公明党津山市議団

いじめの根絶を！！

答

答

答答

学
省
の
調
査
で
全

国
の
国
公
私
立
小
・

中
・
高
の
平
成
29
年

度
の
い
じ
め
は
前
年

度
よ
り
９
，
１
０
０

件
あ
ま
り
増
え
て
、

41
万
４
，
０
０
０
件

を
超
え
過
去
最
多
に

な
っ
た
と
の
こ
と
だ

が
本
市
の
現
状
は
。

た
め
の
予
防
教
育
が

必
要
と
考
え
る
。
い

先
日
、
文
部
科

い
じ
め
防
止
の

本
市
の
「
い
じ

ま
ち
の
駅
の
あ

空
き
店
舗
等
へ

道
徳
の
時
間
に

め
」
の
認
知
件
数
は

小
学
校
が
61
件
、
中

学
校
が
26
件
、
過
去

３
カ
年
の
傾
向
は
小

学
校
で
は
毎
年
増
加

傾
向
で
中
学
校
で
は

横
ば
い
で
あ
る
。

り
方
や
適
地
の
選
定

等
も
含
め
、
整
備
に

向
け
た
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
。

の
出
店
補
助
は
最
終

年
度
を
迎
え
、
商
店

街
関
係
者
や
出
店
者

に
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

を
行
い
、
事
業
の
総

括
を
行
っ
て
い
る
。

街
全
体
の
価
値
を
高

め
る
こ
と
に
よ
り
、

賑
わ
い
の
創
出
に
つ

な
が
る
施
策
を
講
じ

て
い
く
。

問問

局
に
わ
た
っ
て
い
た

施
策
を
再
整
理
し
、

取
り
組
み
の
方
向
性

を
明
確
に
し
た
う
え

で
、
今
後
の
あ
り
方

を
判
断
し
て
い
き
た

い
。
現
在
の
思
い
と

し
て
は
、
歴
史
的
建

築
物
や
文
化
施
設
を

活
用
す
る
と
と
も

に
、
城
西
や
城
下
と

の
連
携
・
回
遊
性
も

考
慮
し
な
が
ら
、
ま

ち
の
駅
や
ま
ち
な
か

サ
イ
ン
の
統
一
、
無西野修平

城東町並整備、今後のあり方は

◆

◆◆

◆

体
育
ス
ポ
ー
ツ
施

策
に
つ
い
て

経
済

行
革

減
災
・
防
災
対
策

に
つ
い
て

答 問

問

の
よ
う
な
「
ま
ち
」

に
す
る
の
か
、
ま
ち

の
機
能
と
あ
り
方
、

最
終
目
標
を
ど
こ
に

持
っ
て
い
る
の
か
。

ち
の
駅
が
必
要
で

は
。

城
東
地
区
を
ど

城
東
地
区
に
ま

こ
れ
ま
で
各
部

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

緑風会

い
じ
め
に
つ
な
が
る

こ
と
を
題
材
と
し

「
善
悪
の
判
断
」
や

「
公
正
・
公
平
」「
友

情
」
に
つ
い
て
考
え

る
学
習
を
行
っ
て
い

る
。

外
国
人
支
援

人
口
減
少
対
策

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

ま
ち
づ
く
り

い
じ
め
問
題

非
常
勤
嘱
託
職
員

子
育
て
支
援

幼
稚
園
跡
地
活
用

教
職
員
業
務
削
減

不
妊
治
療
支
援
は
事

業
効
果
を
さ
ら
に
高

め
る
方
策
を
検
討
す

る
。

な
ど
現
行
の
体
制
で

大
丈
夫
か
。
人
的
投

資
や
新
た
な
戦
略
、

展
開
が
必
要
で
は
な

い
か
。

吉田耕造
津山自由民主倶楽部

て
い
く
。

電
柱
化
事
業
な
ど
の

整
備
を
進
め
、
博
物

館
都
市
と
し
て
、
そ

の
魅
力
向
上
を
図
っ

て
い
こ
う
と
考
え
て

い
る
。

じ
め
は
、「
重
大
な

人
権
侵
害
」「
刑
事

罰
の
対
象
に
も
な
り

得
る
」。
こ
の
よ
う

な
こ
と
も
教
え
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
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市政のあり方を問う！

10●政治家は、入学祝・卒業祝（金銭・物品）は禁止されています。※SDGs（エスディージーズ）…世界が抱える問題を解決し、持続可能な社会をつくるために世界各国が合意した17の目標と１６９のターゲット。
　２０１５年９月にSDGsの前身であるMDGs（ミレニアム開発目標）を継承し、国連で採択された。

ていねいで親切な対応が求められる窓口職場グラスハウスの今後は？

産業支援センターの要：津山工業高等専門学校

だんじり保管庫の行方は！？

中島完一

秋久憲司

未来

緑風会

高齢者や障がい者の移動手段の確保を！

市民サービスの低下に！非常勤嘱託員の解雇

答

答

答

は
岡
山
県
の
通
所
付

き
添
い
サ
ポ
ー
ト
事

業
を
活
用
し
て
通
所

付
き
添
い
活
動
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、
本

市
で
も
同
様
の
取
り

組
み
が
必
要
で
は
な

い
か
。
補
助
金
や
人

材
確
保
な
ど
具
体
的

な
支
援
の
考
え
は
。

非
常
勤
嘱
託
職
員
を

法
令
等
で
設
置
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
る

も
の
を
除
き
、
今
後

３
年
間
で
２
分
の
１

を
目
標
に
削
減
に
努

め
る
と
は
ど
う
い
う

こ
と
な
の
か
。

員
の
業
務
の
ほ
と
ん

ど
が
市
民
サ
ー
ビ
ス

と
直
結
し
て
お
り
、

吉
備
中
央
町
で

市
長
の
方
針
で

非
常
勤
嘱
託
職

高
齢
者
や
障
が

事
務
改
善
に
よ

今
後
、
現
状
を

い
者
の
移
動
手
段
の

確
保
、
充
実
に
つ
い

て
は
、
本
市
の
重
要

課
題
と
位
置
づ
け
て

い
る
。
岡
山
県
の
通

所
付
き
添
い
サ
ポ
ー

ト
事
業
は
、
平
成
29

年
度
に
吉
備
中
央
町

で
、
ま
た
本
年
度
は

備
前
市
、
矢
掛
町
、

る
事
業
縮
小
、体
制
・

手
法
の
検
討
に
よ
り

再
任
用
職
員
（
退
職

者
の
再
雇
用
）
で
事

務
を
行
い
、
市
民
の

満
足
度
が
向
上
し
効

率
的
に
な
る
場
合
も

あ
る
と
考
え
た
。

調
査
し
、
個
別
に
体

制
や
業
務
状
況
を
十

分
に
確
認
し
た
上
で

検
討
し
て
い
き
た

い
。

問

問問

40
歳
未
満
の
国
保
被

保
険
者
の
均
等
割
保

険
料
は
３
５
，
７
０

０
円
。
仮
に
中
学
生

以
下
の
約
１
，
３
０

０
人
の
均
等
割
保
険

料
を
全
額
免
除
す
る

国保料引き下げのため子どもの均等割減免を

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆◆

◆

教
育
に
つ
い
て

人
口
問
題

選
挙
制
度
に
つ
い

て

答 問料
を
大
幅
に
引
き
下

げ
る
た
め
に
、
子
ど

も
の
均
等
割
を
減
免

で
き
な
い
か
。
埼
玉

県
ふ
じ
み
野
市
で
は

平
成
30
年
４
月
か
ら

市
独
自
に
第
３
子
以

降
の
子
ど
も
の
均
等

割
を
全
額
減
免
し
て

い
る
。
戦
前
の
人
頭

税
の
よ
う
な
均
等
割

は
や
め
る
べ
き
で

は
。

高
す
ぎ
る
国
保

平
成
30
年
度
の

竹内邦彦

大阪万博開催決定による本市の対応と見解

答

答

催
で
、
本
市
の
対
応

次
第
で
は
大
き
な
恩

恵
を
受
け
る
こ
と
も

可
能
と
思
う
が
、
見

解
は
。

整
備
は
公
共
施
設
マ

大
阪
万
博
の
開

ス
ポ
ー
ツ
施
設

来
場
者
が
２
，

サ
マ
ー
レ
ビ
ュ

８
０
０
万
人
、
経
済

波
及
効
果
が
約
２
兆

円
と
見
込
ま
れ
て
お

り
、
こ
う
し
た
効
果

を
い
か
に
誘
引
す
る

か
に
つ
い
て
は
知
恵

を
絞
り
、
本
市
の
地

域
経
済
並
び
に
市
政

の
推
進
に
取
り
込
む

視
点
も
加
え
な
が
ら

考
え
た
い
。

ー
の
結
果
を
受
け
、

関
係
者
の
意
見
を
伺

い
、
整
備
方
法
な
ど

を
検
討
し
て
い
く
。

グ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
は
指

定
期
間
終
了
が
平
成

32
年
度
末
と
な
っ
て

お
り
、
そ
れ
ま
で
に

一
定
の
方
針
を
ま
と

め
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

問問

業
の
育
成
、
成
長
力

あ
る
企
業
を
増
や
す

こ
と
を
目
標
に
戦
略

的
か
つ
強
力
に
推
進

す
る
。
こ
れ
ま
で
累

計
５
０
０
社
を
超
え

る
企
業
を
訪
問
し
、

新
製
品
開
発
や
新
分

野
進
出
に
必
要
な
技

術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
で
専

門
家
の
派
遣
や
産
学

官
等
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
を
行
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
支
援
や

展
示
会
出
展
な
ど
の

サ
ポ
ー
ト
で
販
売
実

産業支援センターの取り組みと成果

◆

◆◆

高
齢
一
人
世
帯
・

夫
婦
世
帯
へ
の
支

援
に
つ
い
て

津
山
城
郭
と
重
要

伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
の
現
状

と
今
後
の
展
開

ま
ち
の
駅
に
つ
い

て

答 問援
セ
ン
タ
ー
の
方

針
、
企
業
サ
ポ
ー
ト

と
そ
の
成
果
は
。

つ
や
ま
産
業
支

将
来
性
あ
る
産

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

津本憲一
清流の会

八子だんじり保管庫、今後の行方

答 り
は
各
町
内
が
保
管

し
て
い
る
が
、
県
文

化
財
で
あ
る
だ
ん
じ

り
が
各
町
内
で
保
管

で
き
な
い
状
況
の
中
、

市
が
昭
和
43
年
に
八

子
保
管
庫
を
設
置
し
、

現
在
に
至
っ
て
お
り
、

10
台
の
だ
ん
じ
り
が

保
管
し
て
あ
る
。
保

管
庫
設
置
か
ら
50
年

経
過
し
、
保
管
庫
の

役
割
を
果
た
し
て
い

る
と
は
思
え
な
い
。

今
後
の
行
方
は
。

本
来
、
だ
ん
じ

県
指
定
有
形
民

俗
文
化
財
の
だ
ん
じ

り
は
、
管
理
団
体
で

あ
る
津
山
だ
ん
じ
り

保
存
会
及
び
そ
の
所

有
者
で
あ
る
各
町
内

問

野村昌平
津山自由民主倶楽部

績
を
上
げ
て
い
る
企

業
が
出
て
い
る
。
ま

た
、
津
山
高
専
、
美

作
大
学
に
加
え
、
津

山
商
工
会
議
所
と
共

に
岡
山
大
学
と
人
材

育
成
及
び
地
方
創
生

の
目
的
で
包
括
的
連

携
協
定
を
締
結
、
来

年
度
か
ら
本
格
的
に

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
※
）な
ど

の
事
業
を
展
開
す
る
。

福
祉
公
共
交
通

国
民
健
康
保
険
料

非
常
勤
嘱
託
職
員

だ
ん
じ
り
保
管
庫

産
業
支
援

地
域
経
済

ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備

奈
義
町
が
モ
デ
ル

地
区
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
。
地

域
住
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

と
の
連
携
が
不
可

欠
だ
が
、
有
効
な

移
動
施
策
の
一
つ

と
考
え
て
お
り
、

ま
ず
は
事
業
の
検

証
結
果
や
新
た
に

取
り
組
ん
で
い
る

自
治
体
の
状
況
な

ど
情
報
収
集
と
研

究
を
し
て
い
く
。

日本共産党
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美見みち子

と
、単
純
計
算
で
４
，

６
０
０
万
円
を
超
え

る
。
子
育
て
世
帯
の

負
担
軽
減
の
た
め
、

国
に
対
し
、
子
ど
も

に
係
る
均
等
割
保
険

料
を
軽
減
す
る
支
援

制
度
の
創
設
を
要
望

し
て
い
る
。
今
後
も

引
き
続
き
要
望
し
て

い
く
。

本
市
発
行
の
「
か
ん
た
ん
国
保
」

ほ
と
ん
ど
が
正
職
員

の
補
充
配
置
で
経
験

や
専
門
性
が
問
わ
れ

る
業
務
を
こ
な
し
て

お
り
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
大
幅
な
後
退
と

な
る
。
雇
用
の
安
定

を
ど
う
考
え
る
か
。 

会
で
保
管
、
管
理
す

る
こ
と
が
基
本
で
あ

る
。
今
後
は
津
山
だ

ん
じ
り
保
存
会
及
び

所
有
の
各
町
内
会
で

主
体
的
に
保
管
庫
の

整
備
方
針
を
整
理
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

本
市
と
し
て
も
保
管

庫
は
、
補
助
金
や
市

有
地
の
活
用
な
ど
、

協
力
体
制
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

ネ
ジ
メ
ン
ト
基
本
方

針
に
沿
い
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
と
の
こ

と
だ
が
、
具
体
的
な

検
討
方
法
と
タ
イ
ム

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。
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視察報告

政治家は、病気見舞いを禁止されています。

近藤吉一郎
清流の会

国民年金受給額の増額を！

学校プール、今後のあり方は

年
金
制
度

鳥
獣
被
害
対
策

beyond2
0
2
0

空
き
家
対
策

学
校
施
設
整
備

学
校
施
設
整
備

答

答

答

カ
ワ
ウ
に
よ
る
被
害

状
況
は
。
駆
除
に
補

助
金
を
出
し
て
は
。

の
空
き
家
対
策
は
。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視

点
か
ら
学
校
プ
ー
ル

の
改
革
は
。

ハ
ク
ビ
シ
ン
、

９
月
議
会
以
降

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ

ハ
ク
ビ
シ
ン
の

10
月
に
空
家
等

学
校
プ
ー
ル
は

食
害
に
よ
り
ブ
ド
ウ

が
収
穫
で
き
ず
、
ま

た
、
民
家
敷
地
の
汚

損
被
害
が
あ
っ
た
。

カ
ワ
ウ
に
つ
い
て
は

県
が
対
策
基
本
方
針

を
ま
と
め
た
。
補
助

金
は
検
討
す
る
。

対
策
協
議
会
を
開
き
、

特
定
空
家
等
に
11
件

認
定
し
、
助
言
指
導

を
行
っ
た
。
緊
急
安

全
措
置
を
２
件
実
施

し
、
１
件
実
施
に
向

け
調
整
し
て
い
る
。

特
定
空
家
等
と
危
険

空
家
の
除
却
は
、
除

却
補
助
金
を
利
用
し

た
２
件
、
自
己
資
金

に
よ
る
１
件
が
行
わ

れ
、
定
期
的
な
確
認

な
ど
の
現
地
調
査
を

12
件
行
っ
て
い
る
。

学
校
ご
と
に
設
置
し

て
い
る
が
、
授
業
で

の
使
用
期
間
は
夏
期

の
み
に
限
定
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
、
津
山

市
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
に
基
づ

き
、
利
用
実
態
に
即

し
た
合
理
的
な
活
用

方
法
を
現
場
の
意
見

も
伺
い
な
が
ら
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

答 の
年
金
額
で
は
、
福

祉
介
護
費
用
に
対
応

で
き
な
い
。
国
、
県

に
意
見
書
の
提
出
を
。

国
民
年
金
制
度

年
金
額
を
増
や

す
に
は
財
源
確
保
が

必
要
で
、
さ
ら
に
現

役
世
代
の
負
担
が
増

す
こ
と
に
な
る
た
め
、

給
付
と
負
担
の
バ
ラ

ン
ス
は
非
常
に
難
し

い
問
題
で
あ
る
。

問

問 答

状
で
よ
い
が
、
国
民

年
金
受
給
者
は
年
金

額
を
上
げ
な
い
と

「
健
康
で
文
化
的
生

活
を
営
む
権
利
」
以

下
に
な
る
。
国
、
県

に
意
見
書
の
提
出

を
。

生
活
保
護
は
現

給
付
水
準
は
持

続
可
能
な
制
度
と
す

る
た
め
、
社
会
保
障

審
議
会
や
国
会
議
論

で
法
定
化
さ
れ
て
お

り
、
年
金
増
額
の
要

望
は
控
え
た
い
。

問

問

問

性
豊
か
で
多
様
性
に

富
ん
だ
文
化
や
芸

術
、
肉
料
理
を
代
表

と
す
る
食
文
化
、
津

山
城
跡
や
鉄
道
遺
産

等
の
観
光
資
源
な
ど

豊
富
な
コ
ン
テ
ン
ツ

を
有
し
て
い
る
。
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

は
じ
め
、
大
阪
万
博

の
開
催
が
決
ま
る
中
、

本
市
に
お
い
て
も
、

安東伸昭

b e y o n d2020 の取り組みは！

答 問圏
域
でb

e
y
o
n
d

2
0
2
0

（
※
）
認
証

の
事
業
に
取
り
組
む

こ
と
が
、
２
０
２
５

年
の
大
阪
万
博
へ
の

大
き
な
布
石
に
な
る

が
、市
長
の
考
え
は
。

津
山
市
・
津
山

本
市
は
、
地
域

教育施設（ブロック塀・エアコン）の整備は

答答 ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
事

故
を
教
訓
に
、
９
月

補
正
予
算
で
、
加
茂
、

西
、
秀
実
小
学
校
の

３
校
の
改
修
工
事
が

措
置
さ
れ
た
が
進
捗

状
況
は
。

室
や
体
育
館
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

大
阪
で
の
ブ

理
科
室
、
音
楽

11
月
22
日
に
施

子
ど
も
た
ち
が

工
業
者
が
決
定
し
、

今
年
度
末
ま
で
の
完

了
を
目
指
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
。

集
中
し
て
学
習
で
き

る
環
境
を
確
保
し
、

確
か
な
学
力
を
身
に

問問

◆◆
農
業
施
策
に
つ
い

て津
山
市
の
教
育
取

り
組
み

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

beyond2
0
2
0

プ

ロ
グ
ラ
ム
認
証
を
受

け
て
い
き
た
い
。
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
広
く
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
し
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
を
含
め
た
多

く
の
方
に
訪
問
し
て

い
た
だ
く
取
り
組
み

を
促
進
し
、
さ
ら
な

る
経
済
的
な
波
及
効

果
を
創
出
し
た
い
。

日本共産党
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中村聖二郎

◆◆
日
本
原
演
習
場
対

策
に
つ
い
て

敦
賀
裁
判
に
つ
い

て
【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

村田隆男
市民と歩む会

※ beyond2020（ビヨンド2020）…2020年以降を見据え、地域性豊かで多様性に富んだ文化を活かし、
　 成熟社会にふさわしい次世代に誇れるレガシー（遺産）の創出事業。

つ
け
る
た
め
の
環
境

整
備
を
行
う
こ
と
は

重
要
な
課
題
の
一
つ

で
あ
る
。
し
か
し
、

特
別
教
室
や
体
育
館

な
ど
今
後
の
空
調
設

備
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
老
朽
化
し
た
建

物
な
ど
の
ほ
か
、
本

市
の
様
々
な
事
業
の

中
で
、
緊
急
度
や
優

先
度
を
踏
ま
え
た
検

討
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

ハクビシン

　公共施設のうち、小・中学校や公民館など７２施設の建物管理
業務を一括して民間委託しており、導入する際の経緯や手法につ
いて、また、導入したことによるメリットなどをお伺いしました。

　水道施設の長寿命化については、劣化調査や地質調査による
水道管の実耐用年数設定の手法をお聞きすることができまし
た。また、法人に対しての大口使用者特割制度による水道料金
設定についても学ぶことができました。

　八女市福島地区は平成１４年に重要伝統的建造物群保存地
区に選定され、多数の地域団体と連携しながら、修理・修景
を進めています。福島地区内には交流館、南部には観光物産
館が整備されており、福島地区の街並み散策、さらには広域
観光の足がかりとして、重要な役割を果たしていました。

　市内の全小・中学校がコミュニティ・スクールとなっており、地域住民、保護者、学校が一体となり、
子どもの学びや育ちを支援しています。子ども達を地域ぐるみで見守り、支援するための仕組みである
「地域協育ネット」との一体的な取り組みにより、地域とともにある学校づくりを推進していました。

広島県廿日市市〈１０月３０日〉

山口県岩国市〈１０月３１日〉

福岡県八女市〈１１月１４日〉

福岡県北九州市〈１１月１３日〉

公共施設の包括管理業務について

水道施設の長寿命化、
大口使用者特割制度について

コミュニティ・スクール推進事業について

重要伝統的建造物群保存地区、周辺観光拠点施設

総務文教委員会

建設水道委員会　

総務文教委員会と建設水道委員会が先進地視察を行いました。

先進事例を学ぶ！
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　昨年１０月２３日に津山市議会では初めての試みとなる

高校生と議員の意見交換会を開催しました。

　市内の６校から参加していただいた高校生２８人と議員

２７人は、議場見学などの後、４グループに分かれて意見

交換を行いました。意見交換では鋭い意見や質問が多数出

され、議員もそれに対して真剣に答えました。

　今回の意見交換会の報告書は、津山市長にも提出してお

り、今後のまちづくりに活かしていきたいと考えています。

高校 参加人数

作 陽 高 校 ３人

津 山 高 校 ５人

津山工業高校 ３人

津山商業高校 ４人

津 山 東 高 校 ８人

美 作 高 校 ５人

合　　　 計 ２８人

高校生と　　　議論 !真剣
～話そう！語ろう ! 作州のまちづくり～

参加高校生と議員(議会活性化調査特別委員会・常任委員会の正副委員長)で集合写真！

観光客数を増やすため、１日限りではなく、長い期間で、津
山市内の飲食店などを対象にしたグルメフェスタなどを
開催してみてはどうか。
商店街の活性化を兼ねたスタンプラリー等のイベントをす
るのもよいと思う。
低所得者対策や学力向上のため、学習支援を目的とした
放課後学習教室を学校で開いてほしい。
津山城天守などの復元事業をお願いしたい。

高校生からの要望・提案 （アンケートから）

・

・

・

・

・緊張して話せないかなと思ったが、議員の方々が私たちにもわかりやすいよう
　に話してくれて、とても発言がしやすかった。
・議員と意見・質問を交換する機会はあまりないので、もっとこのような機会を
　設けてほしい。
・様々な方面からの意見を聞けたので、とても興味を持てたと同時に、日頃疑問
　に思っていたことが解決できた。
・知識や理解が必要なのではなく、津山への愛情がなければ始まらないとわかった。
・今後の津山市及び作州地域の発展にどうつなげていくのか、非常に参考になった。

高校生

高校生

高校生

高校生

議　員

議　員

議　員

議　員

議員の皆さんは津山市をどのようなまち
にしていきたい？

観光客を増やすためにどのような対策を
しているのか？

受け皿をつくるべきだと考える。帰ってこ
られる環境整備や企業誘致を進めている。

市内の小・中・高校間での交流は、生徒が
異なる考えに触れられる。部活動などで
の交流は、よい刺激になるのでは？

内陸部の城下町として落ち着いたまちに
し、まち全体がもっと経済力をつけてい
かなければならない。そして、若者の定
住が増えるまちにしたい。

城下を中心に城東、城西の連携を深めて
整備している。津山まなびの鉄道館や津
山洋学資料館など、観光資源はたくさん
あるので、しっかり情報を発信する。

都市部の大学を卒業後、津山市へUター
ンして就職する人が少ない。大企業を誘
致して、働く場を確保することで人口増
にもつながるのでは？

目的を持ったスポーツや文化の交流は必
要と考える。スポーツ等での異年齢集団
との交流は可能であり、実施できるよう
研究したい。

主な質疑応答

高校生

の感想



議員辞職のお知らせ

　小椋多議員が平成３０年１２月３１日付け
で津山市議会議員を辞職しました。

　私たち津山東高校写真同好会は、日常の記憶
を１つの瞬間として残し、今、その先にも驚き
や心を動かす何かを与えてくれるように日々頑
張って活動しています。

つやま市議会だよりは、環境保護のため再生紙と大豆油インキを使用しています。読み終えた後はリサイクル（雑誌）に御協力ください。

今月の表紙 ～津山東高校 写真同好会～

編集後記

《応募方法》
　ハガキに「答え（２問）、
議会だよりの感想、議会
への意見、住所、氏名、年齢、
性別、プレゼントの希望
（ⒶまたはⒷ）」をご記入
の上お送りください。

《宛先》
〒７０８－８５０１
津山市山北５２０
　津山市議会事務局あて

正解者の中から抽選でプレゼント

Ⓐ図書カード（500円）５名様
または
Ⓑあば温泉無料入浴券（５枚）
　　　　　　　　　　　５名様
　当選者の発表はプレゼントの
発送をもって代えさせていただ
きます。

（応募締切）
平成３１年３月２０日（消印有効）

次の２問にご回答ください。

　高校生との意見交換会は有意義な話し合いがで
き、若い人の色々な考え方を知り、彼らの津山市へ
の愛着、未来への想いがわかりました。（行）

　議会だよりの表紙に思い出に残る写真をありがと
う。「友情は喜びを２倍にし、悲しみを半分にする」
という言葉を贈り、編集に努めます。（隆）

①旧苅田家付属町家群の宿
泊施設で導入予定の運営
方式は？
⇒○○○○○○○方式

②昨年１０月に開催された高
校生と議員の意見交換会に
参加した高校生の人数は？
⇒○○人

お便り紹介～ご意見にお答えします～

第12回 みんちゃいクイズ

〔
ご
意
見
〕
70
代　
女
性

　

政
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分
を
占

め
て
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る
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（
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答
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ど
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と
の
市
民
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す
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政
務
活
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山
市
の
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め
に
「
市
民
目
線
」
で
活
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す
る
こ
と
も
大
切
で
あ
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思
い
ま
す
。（
隆
）
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その時の
答　　え

その後の
状　　況

…

施設案内、駐停車禁止などの安全対策表示は設置済みであ
る。歩道、駐輪場の整備、カーブミラーなどの設置も平成
２９年度内に完了する予定である。

平成２９年度に一連の津山駅北口広場整備を完成させた。
しかし、送迎車などの混雑や周辺施設の利用に関すること
など、様々なご意見を伺っている。今後とも、より快適性・
利便性の向上が図られるよう改善に努めると共に、こうし
た課題を踏まえた駅周辺整備の検討を進めている。

みんちゃい８７号より（平成２９年１２月定例会）

津山駅周辺の安全対策表示、歩道、駐輪場等の整備状況は？

広報調査特別委員会　〔委員長〕吉田耕造　〔副委員長〕秋久憲司
　　　　　　　　　　〔委　員〕岡田康弘　近藤吉一郎　中村聖二郎　原行則　村田隆男

あの質問 その後どうなった！？


